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温度計・歪計・横加速度計

今　沢　茂　夫・稲　波　衛　身

　　　　　　　　1．はしがき
　機体の大暢な性能向上に伴い，湿度・歪の測定方式に再

検討を加える必要が生じた．温度計ぱ今まで検出素子と

してサーミスクが使用きれてきたが，最高温度350℃以

上の測定纏困錐であり，その接蔚性にも難点があろ．こ

れに対して熱電対は，これらの点にすぐれているが，検

出出力が小きく，高感度の増幅器を必要とするので，わ

hわれのロケット搭蔵用としては，敬遠されてきた．今

回トランジスクチョッバ方式の蔵流増幅甜が開発きれた

ので，．熱電対の利用が可能となった．また歪計も同方式
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第1図　外　　観　　図
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の増隔得に切り換えた．本測定器は，K－8LとK－9M

に試用して所期の成果を得た．横加速度の測定にはY乙

力監使履されているが，測定原理の異なるポテンショ型を

YlとしてK－8－8・K－9L－2・K－9M－－11こ搭戟し対応を

とった．第1図はK－8L－1弩機に搭哉した本器の外観

である．

　　　　2．温　度　鮒・

　ロケット搭載用の温度計として6型ま

では白金線温度計を，8・9L型ではサーミ

スク温度計が用いられた．これについて

Itすでに報告1）・2s・S）ずみであるので。本

Ptでは8L・9M型用として漸たに開発

された熱電対灘度計について紹介する．

　サーミスタ温度計は出力竃圧が大き

く・増幅器が不要であり，多点測定が容

易に聴る利点を持ち使用さhてきた

が・接体の性能向上に伴い，薗記のよう

に城高検出温度に限界があり．素子のレ　臣NI

XSンス，接着性にも難点を生じ、温度忌ム幻

計を再検討せねばならなくなった，これ　　　　　　　第3図

に先だち8L。9M型を想定した窒力加熱の試験を目的と

したHT－・150では，測定点10点のうち1点を中村・川
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師の助言を鍛

て，石縮とア

ルミ板を用い

て機械的etre
着しte．この　§

精果第2図に　et

示すように，

その差は顕著

であウ、従来

の接着方法が

不適当である

という結論を　　　　　　　　　跨嗣｛sec）

　　　　　　　　　第2図　｝王T」150温度測定結果
得た．

　この成果にもとづき，検出素子に熱電対を，増幅器にト

ランジスタチョ7パ直流増幅器を用いる新測定方法を開

発し欄した．魏徽0．2㎜φのNi－NiCrを用い，

機体外板に直接溶接した，このため接着劃による誤差は

なくレスポンスもほとんど問題ない．トランジスタチョ

ッパ増幅躍は高感度で安定性も良く，温度・ドリフト特

性にもすぐれている．策3図は増福器の回路図である．

また測定は従来と同様に切換スイッチによる多点測定が

可能である．第4図は切換郷を示す．

　この新温度計は8L・9M型に試用して高精度の灘定

結果を循た．尾翼部は8Lでは全点，9Mでは1点が途中

で製錐したようであるが，すでに温度は下降した以後で

あり．空力加熱の大要は得られた．この結果熱電対の溶
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第4図　温度計切型嫡：

第6図　歪計ブリッジ部の回路図
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第5図　K－8L一工号機楓度測定結果
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接方法の改良が今後の課題とし残されている．

　第5図にK－8レ1暑機の測定結果の一部を

示す．
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　従来のものについてぱ前報告1），21にのぺられている

が，温度計用の増幅器が開発されたのを機会に，歪計も

この増幅器に換えた．これにより8L・9M型の尾翼の

歪を測定した．第6図は歪ゲージのブリッジ部の回路で

ある．第7図にはK－9M－1号機の測定結果を掲げた，

　8L・9M型の測定を適じての問題は，機体の性能向

上により，空力加熱も著しく上昇し，ブースタの燃焼末

期付近で熱歪のため急激に歪の増加がみられ，真の歪皿

を分解解析することが困難な点である．測定｛轍ま正常に

作動していることが詔められるので，今後熱影響を受け

ない高温用歪ゲージの開発が必要となった．

　　　　　　　　4、横加速度計

　横加速度の測定にはY押が使用されているが，対比

資料を得ゐ目的で測定原理の異なるポテンショ型をY，

として9L－2・K－8－8・9M－1に搭載し・て好結果を碍た

ので，あわせて報告する．

　原理・回路とも鯖単で，出力電圧が大きいので測定が
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　　第7図　K－9M－1丹機歪測定結果

　　　　　　　「一一一一一・　　　　　容易である・

二箔望一　　〇r：2

罵竃琵配，53　　　　　　　　　　　　　　　を示す，変垂

蕪度　Ott’S　　　　　　　　　　　へ器の部分は東
琶転動霜鴨　　　　　　　　　　　　　　京計器に製作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を依頼した，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K＿9）L｛－1号表…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のテレ／　一一タ

　　第8図直線ポテンシ。型加aSt　zen　P　i一　記録によれば

横加速度は極めて小さ欄頭醍寺のシ．ックによる1G，i；

最高であった．発射直後に5．7c／sの機体曲げ接鋤項

瞭に碍られている．　　　　　　　　（1963年4月工日麦理）
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